
第２回「地方公共団体における統計利活用表彰」
受賞団体及び取組

受賞団体 受賞取組

【総務大臣賞】
静岡県

ふじのくに少子化突破戦略の羅針盤

【統計局長賞】
東京都豊島区

GISポータル構築による業務改善

【特別賞】
茨城県

いばらき型「ターゲットに訴求する統計データマイニング」

【特別賞】
静岡県

健康課題の「見える化」～健診結果65万人ビッグデータをマップ化～

【特別賞】
佐賀県

「人材流出県」からの脱却へ向けた産業人材の定着・還流プロジェクト

高卒者の「人材流出」の要因・背景を統計データを用いて分析し、その結果を踏まえた施策を実施

（統計データの政策活用）

人口動態統計や特定健診データを複合的に市町別に分析し、生活習慣病や主要な死因、平均自立期間
（お達者度）等を「見える化」

（統計データの政策活用）

地域の特性や施策の実施状況など合計特殊出生率に影響を与える要因を市町別に分析し、分析結果を
「見える化」

（統計データ分析に
基づく業務効率化）

地図上に様々な情報を組み合わせて表示するGIS※の仕組みと統計分析を活用し、業務の効率化等を実現
※GIS：Geographic Information System (地理情報システム）の略

（統計データの政策活用）

現在の市町村域に合併前のデータを再編・統合し時系列的に整理。さらに「４コマ漫画」などによる
「伝わる」広報を行い、データの政策活用を推進

（統計データの政策活用）
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静岡県 ふじのくに少子化突破戦略の羅針盤

 出生率に影響を与える地域の特性や施策の実施状況等の要因を３段階（要因分解、主成
分分析、重回帰分析）で市町別に分析し「見える化」

 出生率向上のために効果的な事業を行う市町への助成を実施

【総務大臣賞】

「羅針盤」で明らかになった弱点を克服するのに効果的な事業を行う市町に助成 2



東京都
豊島区

GISポータル構築による業務改善

 統計分析により道路台帳閲覧の問題点を把握し、道路台帳GISのインターネット公開を決定
 街路灯点検の修繕計画について、GIS分析結果を基に優先順位を決定

【統計局長賞】

お

道路台帳GIS 街路灯点検
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各種申請のうち、「道路台帳」の閲覧申請が大量で
あることから、窓口に滞留が起こることが判明

道路台帳GISのインターネット公開

＜分析例＞
平成28年度の証明書類の申請受付13,949件
について対応時間や発行書類等を分析

業務効率化
窓口混雑緩和 分析結果を踏まえ、修繕計画の優先順位を決定

街路灯の健全度測定にモバイル端末を導入し、GPS
情報を付加した点検結果をクラウドにより送信

GISと統計分析（クラスター化の検証）



茨城県 いばらき型「ターゲットに訴求する統計データマイニング」

 合併前の市町村区域の人口・経済のデータを現在の区域に再編・統合し、４コマ漫画で広報
 整備したデータの政策活用を、ターゲットである市町村に提案し、データの利活用を促進

【特別賞】

伝わる広報長期時系列表の整備 統計データの政策活用
市町村の研修会等において統計
データの政策活用を提案。一部
の市において各種施策に活用中
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過去の国勢調査結果、市町村民経済
計算を現在の市町村域に再編・統合
し、時系列的に整備

目にとまるように４コマ
漫画を広報に活用



静岡県
健康課題の「見える化」
～健診結果65万人ビッグデータをマップ化～

 65万人（県内受診者の約80%に相当）の特定健診データを市町別に分析しマップ化
 死因のマップ化や「超過死亡」のグラフを示し、疾病予防の優先度を提示
 65歳以上の市町別平均自立期間を算出し、死亡と介護の要因分析を実施

・特定健診データを市町別に分析
し健康状況をマップ化

・詳細な地区別分析を市町職員と
行うとともに、データ活用、施
策への反映方法等についても併
せて提供

特定健診データで健康状態や
生活習慣を「見える化」

県より多く死亡している
疾病を「見える化」

高齢者がお達者に暮らせる
状況を「見える化」

・市町別平均自立期間”お達者度“
を算出し、ランキング化

・県全体の「お達者度」との差を
死亡と介護の要因別に分析

・市町別標準化死亡比を算出し、
主要な死因をマップ化

・死亡率が県全体と同じと仮定し
た場合の死亡数と実際の死亡数
の差を示す「超過死亡」のグラ
フ（超過グラム）を提示 ＜平成２５年市町別お達者度（女性）＞

＜超過グラム（例）＞
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【特別賞】



佐賀県
「人材流出県」からの脱却へ向けた

産業人材の定着・還流プロジェクト

 高卒者の「人材流出」の要因把握のため、県外就職率、初任給、求人倍率、県内産業の
状況等を分析

 県外との賃金や就業機会の格差、成長産業の製造業への偏りが判明し、様々な施策を実施
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初任給が高いほど
県外就職率が低い

分析例
県外就職率は全国３位

施策例

製造業は伸長の一方、
サービス産業は停滞

○産業人材確保緊急支援事業
…高校と企業との橋渡しに
よる県内就職の促進

○産業人材還流促進事業
…500人規模のUIJ奨励金

○やわらかBiz創出事業
…若者に魅力的な雇用創出

求人が多いほど
県外就職率が低い

＜UIJ就職奨励金＞

＜産業人材確保
緊急支援事業＞

県外就職率は2000年頃
を境にさらに上昇

＜やわらかBiz＞

【特別賞】




